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要旨

【背景】

の-3剰凱師甥3担癌患者の体鰄』パ犠朧を改善させる可能脚§過去に報告されているが､H鑓

掴こ対する報告I ｵ辮晒内で曜認されていないまた､蝿患者の場合、外分秘機能の低下によりの－3

剰副方酸吸収不良が予想さ九淵上酵素補充下での-3剰旨I職を1鋤することにより、さらなる栄養状

態の改割§なされる可能脚§あると考え、両者の膵・胆j雛患者における臨床効果を検討した。

【方法】

2年間で当院こて職した切潮哨囲革｡H國蝋者27掴剛こ対し､綱顕嶽1 （ラコーソL⑨MnL

Q側頭D以_H日を糖し､投与前投与勵台M日目と"日目に謂耐頁目を樵寸とした｡対象患者中、

I職者にづ‘ては研究謂始28日目より臓削臓榊リリパクレオン②(1mng､12d日)を殺与し、

細諦融旬56日目に以下の項目を評価とし､担癌患翫こ対する町3剰剴柳f獅果を前向きに検討

した。甥平価頁目は体重骨帷舗量とし､畠I脚需平価項目Ij採血データ仙中Ⅲ独雛､Ⅲ凶仏A比

GlaSmwmogl醍位c…、RⅢP， 好4球nr6,KK細酋舌性、RbA1c､岨A,CA19･帥とした。

【結果】

膵・胆道癌患者全27例において、投与前と投与28日目．56日目の上嗽で、有意に骨格筋量が

勵pしていた格p=0.006,0.M動。その他のdataば有意差を認めなかった。

I織例全19例に限ると､投与28日目｡56日目は投与前より骨格筋量が勵pしていたわ=0.032、

0.043。また、投与前に上嗽して投与後56日目のNK綱包活性の上昇を認めた(p=0.0劫。また

56日目のEPAIAAとEPAがpmreannent､28日目と上嗽し上昇していたOI頂にp=0.044､p=0.018、

p4.011、p=0.021)

【結論】

0

切除不能膵・脳宣癌にて化学療法を施行した患者への⑩-3系脂肪酸による栄養サポートにより、

骨格筋量増加を認め、癌悪液質を改善させる可能性が示唆された。また膵癌患者では、臓肖化酵

素の追加投与により⑩-3系脂肪酸の吸収が促進されると考えられた。



学位論文審査結果の要旨

阿部恭平氏の学位申請論文は、主論文1編よりなり、主論文のタイトルは、

「EHectofQ･3FattyAcidSupplementationinPatientswithBileDuctor

PancreaticCancerUndergoingChemotherapy(切除不能膵・胆道癌化学療法

施行患者に対するの･3系脂肪酸による栄養サポートの有用性に関する検訓」 と

題するもので、2018年にAnticancerResearch誌に発表された。この研究は

外科学講座の矢永勝彦教授の指導によるものである。以下に学位論文審査委員

会の結果を報告する。

本申請に対し平成31年1月23日、本間定教授、猿田雅之教授ご臨席のも

と公開審査会を開催した。

⑩－3系脂肪酸は炎症性サイトカインの産生を制御し、がん悪液質を改善させ

る可能性が過去に報告されている。本研究は、切除不能膵・胆道がんで化学療

法を受けている患者に対して、の－3系脂肪酸による栄養サポートを行い、 28日

目と56日目の体重、骨格筋量の変化を主要評価項目とし、副次的評価項目と

してエイコサペンタエン酸/アラキドン酸比、インターロイキン6，NK細胞活

性などの推移を解析した研究である。公開審査会では阿部氏の口頭発表後、質

疑応答を行った。席上、 1)⑩－3系脂肪酸が骨格筋量を増加させた機序は何が考

えられるか、 2）骨格筋量が増加したのに体重が増えなかった理由は何か、 3）

⑩－3系脂肪酸の非投与患者のコントロール群を設定しないで正しく評価できて

いるのか、4）骨格筋が増加することにより患者の予後は改善したのか、 5）胆

道がんには効果を示さないという解釈でよいのか、 6）がんの進行度は⑩－3系脂

肪酸の効果に影響を与えるのか、 7)の－3系脂肪酸以外にも蛋白質や糖質など

様々な栄養素を摂取しているが、⑩－3系脂肪酸の効果と断定できるのか、8）膵

がん患者では、膵消化酵素補充剤を補充することによりの－3系脂肪酸の効果が

増強したと考えて良いのか、など多数の質問と指摘があった。しかし、阿部氏

はそれぞれに対してご本人の見解に文献的考察を加えて丁寧に回答し、活発な

議論を行った。本研究は、難治性の切除不能膵・胆道がん患者に対して、の･3

系脂肪酸による栄養サポートを行うことで、骨格筋量の増加を認め、悪液質を

改善させる可能性を示唆した。また膵がん患者では、膵消化酵素剤を追加投与

することによりの－3系脂肪酸の吸収が促進されることを示したところに､従来

の報告と一線を画す新規性があった。この点を評価し、慎重審議の結果、学位

論文として十分価値のあるものと認めた次第である。
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